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事故を未然に防ごう

高齢に達し、相続税に配慮して子供に少し
でも財産を残したいと考えている経営者は多
いと思います。
これまで相続税対策として多く利用されて
いたのが、毎年110万円までなら贈与税のか
からない暦年課税制度でした。ただ、それで
も被相続人が亡くなった日から3年前までに
相続人等が受けた贈与については、相続財産
と合算して、相続税を計算しなければなりま
せん。死亡直前の贈与による相続税回避を防
ぐための制限です。
ところが23年度税制改正で、2024年１月以
降は、この生前贈与を相続財産に合算する期
間が3年から7年に段階的に延長されます。平
均寿命が延びるにつれ、高齢世代から現役世
代への資産の移転が遅いというのが改正理
由の一つですが、期間が広がった分、相続税
の対象財産が増え、相続税負担が増える可能
性があります。
2500万円までは贈与税がかからず、被相続
人が亡くなったときに相続財産に合算する相
続時精算課税制度の利用や相続人等以外へ
の贈与など、より複雑な相続税対策が必要に
なりました。まずは専門家に相談を。

（監修：大和税理士・社会保険労務士事務所）

LEDの世界的普及が
進んでいる状況と、水
銀の使用・輸出入を
規制する「水俣条約」締約国会議の採
択を受けて、直管蛍光灯の製造と輸
出入が禁止になる年。当面の使用や
在庫品販売は可能としている。

トヨタ自動車の世
界での累計生産台
数（9月時点）。前身
の会社が1935年に製造した「G1型ト
ラック」から約88年を経て達成。国内
累計で1億8052万台、海外で1億1960
万台。最多生産はカローラシリーズ。
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1日の中で視界が悪くなり、交通事
故が発生しやすいのが夕暮れ時。日
没前後の1時間を警察庁では「薄暮
（はくぼ）時間帯」と呼び、時間当たり
の事故件数が昼間に比べて約3.6倍
になるとしています。この時間帯は、
特に車対歩行者の事故が多く、ほと
んどが道路の横断中に発生し、死亡
事故が多いのも特徴。そして、12月
は1年で最も昼が短く夜が長くなる
「冬至」（2023/12/22）を迎えます。薄暮
時間帯以降は夜が長く、積雪や路面
凍結、年末の気ぜわしさなどもあっ
て、他の月に比べて12月の事故件数
は1.2～1.3倍に増加する交通事故
要注意の月だといえます。（警察庁）

薄暮時間帯は視界が徐々に悪く
なり、距離や速度も判断しづらく、車
や自転車、歩行者などの発見が遅れ
がち。交通死亡事故の原因で多いの
が「安全運転義務違反」で、全体の5
割以上とか。つまり、事故原因の多く
はドライバーの不注意や油断という
わけです。そこで意識したいのが「道
路交通法」の順守と、定められてい

る3･30ルール。“3”のルールとは、進
路を変えようとする「3秒」前に合図
を出すことで、車線変更する場合も、
動作の3秒前から出して進路変更完
了まで継続します。“30”のルールは、
右左折しようとする交差点から「30
ｍ」手前の地点から合図を出すこ
と。また、横断歩道等の手前30ｍ以
内では、追い越しも追い抜きも禁止
というルールもあります。

3秒と30mの目安としては、時速
40kmで3秒間に進む距離が33.33m。
さらに、横断歩道の手前に描かれて
いる2つのダイヤマーク、1つ目は
50m手前で、2つ目は30m手前とい
うことを覚えておきましょう。いよい
よ年の瀬、車の運転中は意識して、3
秒と30ｍをカウントしてみましょう。

12月は交通事故が増加する月。1年の中で視界の
悪い時間帯が長く、特に車と道路を横断する歩行者
との事故が多いのが特徴。「3･30ルール」を意識して、
事故を未然に防ぎましょう。

12月は交通事故が増加する月。1年の中で視界の
悪い時間帯が長く、特に車と道路を横断する歩行者
との事故が多いのが特徴。「3･30ルール」を意識して、
事故を未然に防ぎましょう。

2017年から5年間の時間帯別死亡事故発生件数、
薄暮時間帯（17～19時台）が突出（政府広報オンラインより）
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11月に開催しました「電子化物流展 2023」の
注目製品を2つご紹介します

軽量化手動フィルムディスペンサー

XT Orange®
軽量化手動フィルムディスペンサーで
作業ロス防止・作業の効率化・廃棄物削減

特徴

人手不足
解消
人手不足
解消

生産性
向上
生産性
向上

環境
改善
環境
改善

ロジスティクスにおける課題解決をデュプロがご提案

2つのローラーギア比で一定のフィルム延伸率約30%張り具合を均一化
人間工学に基づき設計 パレット下側も直立姿勢でラッピング
薄手の高性能ストレッチフィルムと細い紙管で廃棄物を削減
ガラス繊維の強化プラスチックにより軽量化(約1.9kg)

段ボール緩衝材製造機
KOBRA FLEXPACK Desktop
ダンボールの再利用で
環境負荷の軽減・廃棄コストや
資材調達コストの削減

特徴
バックヤードのダンボールを有効活用
ダンボールの廃棄コストと緩衝材調達コストを同時に削減
プラスチック製や紙製から高リサイクル率の
ダンボール緩衝材への切り替えで環境に貢献
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ecoeco
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軽量化手動
フィルムディスペンサー
XT Orange®

段ボール緩衝材製造機
KOBRA FLEXPACK Desktop

パレット積み効率、
パレット積みの安定性
安全性の新基準

使用済みの
段ボール箱が

段ボールの
緩衝材に！
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